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新座市 公明党実績MAP
~市会・県会・国会のネットワークで、皆様の声を実現しました～

※2019～22年の主な実績をご紹介します

★まだまだやります！

新座市内のAED
検索はこちらから
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あたご 3丁目
未舗装道路を改修

JR貨物新座
貨物ターミナル入口前に
歩道及び横断歩道を整備

新堀 2丁目
生活道路の
舗装を打ち替え

野火止 6丁目
「対向車注意」の
路面標示を整備

東 3丁目
接触事故の多い丁字路に
カーブミラーを設置

黒目川遊歩道の階段に
手すりを設置

保谷志木線の車道整備
歩道と側溝の整備

馬場 4丁目　道路を補修

片山緑地に手すりを設置

保谷志木線沿い、
「火の見下」バス停
待合所の整備

野寺 1丁目
横断歩道を設置

片山 3丁目
横断歩道を設置

石神 2丁目
黒目川沿い憩いの広場の

土砂を除去

栗原 5丁目
ひばり通り沿いに図書
サービススポットを開設

練馬所沢線に
自転車走行帯を設置

東久留米志木線に
横断歩道を設置

馬喰橋のたもとの坂を
なだらかな遊歩道に改修

英インター側道橋の
改修工事を実施

「想定浸水深」の看板を
4か所に設置

北野 3丁目
通学路の安全対策で

看板設置

志木駅南口交差点の改良
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■安藤ともき プロフィール
●1975年５月、兵庫県生まれ、47歳
●関西大学工学部卒業後、セラミックス製造の株式会社ニッカトー入社。10年間営業職に就き、一部上場への礎を築く
●２０１１年に初当選、現３期
●公明党埼玉県本部青年局長。県土都市整備副委員長。自然再生・循環社会対策特別委員。図書室委員
●妻、長女、次女の４人家族。新座市野火止在住

災害に強い新座 構築を！
　私が政治家を志した原点は、1995年（平成7年）1月に発生した阪神・淡路大震災です。当時、
大学１年生だった私は、災害ボランティアとして奮闘しました。
　この経験を胸に、災害に強い街づくりをめざし、3期12年、防災・減災対策に注力してきました。
また、3期12年で15,000件を超える市民相談をいただき、数多くの実績を築かせていただきました。
　これからも安藤ともきは「一人」の声を大切にしながら、「3日以内にすぐ対応」をモットーに「安全・
安心の新座」「住みやすい新座」「子どもが輝く新座」を実現するため、全力で働いて参ります。

　近年、台風やゲリラ豪雨が来るたび、雨水によって大き
な浸水被害が出ています。私は新座市の現状を取り上げ、
送水管の耐震化と老朽化対策、都市計画道路保谷朝霞線
を整備するなかでの雨水の受け皿の必要性など、浸水・雨
水対策の強化を訴えました。

99

公式LINE◀

Twitter▶

■市民相談  3期12年で15,000件！

■令和４年度　議会報告
①豪雨に備えた雨水対策の強化を！

　子どもの７人に1人が「貧困」といわれているなか、貧困の連鎖を断ち切るための教育機会の充
実に関して取り上げました。経済的な理由で塾に通えない子どもを支援する事業のさらなる充実、
受験料の助成創設などをめざし、子どものための施策を推進していきます！

②貧困の連鎖を断ち切るために、子どもに教育を！

新 座 の 未 来 へ 全 力！

＜公式ホームページ＞　https://ando-tomoki.jp

発行 埼玉県議会公明党議員団

安藤ともき県議会ニュース
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●子どもたちを守る通学路の総点検、危険箇所の改善を実施
　（令和４年度末までに新座市内で71％、99カ所が改善予定。
　その後も継続実施）。
●市立小・中学校の全ての体育館へのエアコン設置が決定。
●下水道管の検査を実施するなど、浸水・雨水対策を推進。
●県営の上水道施設の耐震化率を3割弱から９割超に推進。
●新型コロナの自宅療養者支援の拡充。

●子どもから大人まで利用可能な救急電話相談
　＃7119の創設。
●志木街道の拡幅整備を実施。
●志木駅にホームドアの設置。
●ひばりヶ丘駅周辺の再開発を推進。
●障がい者の生活サポート事業の予算確保。
●公共施設への無料Ｗ －Ｆ  設置を推進。

●中小企業に就職した学生の奨学金返還支援制度の
　創設を後押し。
●コロナ等にかかった時における公立高校の追試の実施。
●市町村が保育士社宅を準備する際に県が補助する
   「県保育士宿舎借上補助事業」の創設。
●低出生体重児のための埼玉県版リトルベビーハンドブック
　の作成（令和４年度中に作成予定）。

防災・減災の
エキスパート！

地域実績
ナンバーワン！

「一人」の声から
政策実現！

❶安全・安心の新座を ❷住みやすい新座を ❸子どもが輝く新座を
　地元兵庫で阪神・淡路大震災を経験した安藤ともきは
一貫して災害対策に取り組んできました。2021年6月に千葉
県内の通学路で起こった小学生５人の死傷事故を受け、
埼玉県内の「通学路総点検」を呼び掛け、実施。新型コロナ
対策についても、自宅療養者支援などに取り組んできました。

　安藤ともきは住みやすい街づくりをめざし、県議初当
選直後から志木街道の拡幅整備を推進。2022年４月に全
ての工事が完了しました。救急電話相談＃7119の創設や、
志木駅のホームドア設置、ひばりヶ丘駅周辺の再開発
などを推進しました。

　奨学金返還に困る一人の学生から寄せられた切実な声
を基に、奨学金を学生の代わりに負担した企業に対して支
援を行う〝返還支援制度〟の創設を後押ししたほか、インフ
ルエンザ等で公立高校を受験できなかった生徒のために
創設した追試験は、コロナ禍でも効果を発揮しました。

●避難所となる県立高校体育館への空調設備の設置
●災害時のトイレ対策の推進（マンホールトイレ増設、女性
　に配慮したトイレ設置促進、トイレトレーラー導入など）
●災害時のペット対策の推進
●河川の水位観測システムの強化
●新型コロナ患者受け入れ医療機関、医療従事者の方への
　支援
●新型コロナ後遺症外来の体制強化

●高齢者の暮らしを支えるプラチナ・サポート・ショップの
　普及促進
●認知症の早期発見・早期治療への取り組み
●障がい者の生活サポート事業の予算維持
●都市近郊農業への支援策の強化
●都市高速鉄道12号線（大江戸線）の延伸
●（仮称）新座料金所スマートIC設置に向けた県の支援
●保谷朝霞線、放射７号線の早期整備

●県外を含む私立高校生等の経済負担軽減策の更なる充実
●奨学金返還支援制度の更なる拡充
●発達障がい児に対する専門的支援の強化
●小・中学生が安心して通える校舎の改修工事の着実な実施
●県立高校普通教室のエアコンの電気代等の公費負担
●18歳までの医療費無償化
　（県の予算を小学校3年生まで拡大）

安藤ともきが実現しました！ 安藤ともきが実現しました！ 安藤ともきが実現しました！

安藤ともき県議会ニュース新 座 の 未 来 へ 全 力！
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